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徳島大学教授 黒 川 一 男
Wohlgemuth(1908)のAmylaseの測定 が診断に応用 され,つ いでRoberts(1933)に
よる骨疾患,閉 塞 性肝障害時血清 中Alkaliphosphataseの増 加,同 じ頃吾々に最 もな じみ
の深 い前立腺 癌患者 の血 中Acidphosphatase,1954年Wroblewskiが心筋梗塞発作 の際 に
血中Transaminaseの酵 素活性 の増加 す るとい う報 告以来血清酵素測定臨床診断法 として
注 目され てきた.そ れ を契 機 として血清酵素 の研究が盛ん にな り,新 しい酵素 の診断的価値
がはなば なし く展 開す る ことになつ た.し か し一方,Transaminaseは心疾患 のみな らず肝
疾患 を始め と して骨疾患,筋 肉疾患 それ に吾 々に とつて も関係 の深 い腎疾患,悪 性腫瘍 のと
きにも増加す ることが 明 らかに なつ た.
Alkaliphosphataseを始 め としてLacticdehydrogenase(LI)H)を分画 し起原を明 ら
かに しようと追求 され た.Alkaliphosphataseは骨 由来 と肝臓 由来 とが あ り,3～4個 の
Isozymeに分 け られ る.LDHは4つ の成分 に分画 され5つ のIsozymeから成 り立 つてい
る.AcidphosphataseはAngeletti(1961)により2分 画に分離 され,癌 の場 合は総活性
の70%が前立腺 性で あるが肥大 症の場合 には30%が前立腺 性で ある とい う.
また免疫血清 学的研究 と組み あわせ る ことに よつ て個体 発生 の各段階 において,そ の蛋 白
成分 に差異 がある.ニ ワ トリの心筋 お よび胸筋は単一 のLDHを 含ん でいる.心 筋 のLDH
は好気的環境 のも とに,胸 筋 のLDHは 嫌気 的環境 の もとに活性を発揮す る.胸 筋LDHは
受精後16日迄は抗心筋性LDH血 清 と反応 し,16日以後は抗 胸筋 性LDH血 清 と反応 する.
す なわ ち好 気的条件下か ら本 来の嫌気的条件下 に移行 す る.こ れは個体発生段階 にお いて酵
素の働 きに変化 が起 る ことを もの語つ ている.胎 児,新 生 児の酵素 と成熟動物 との同酵素 も
機能的 には違 つてい ることが 推定 され,ま た一部証 明 されてい る.臨 床的には ここに もまた
年令 とい う一 つの要 素がか らんで くるわけ である.
抗原性に関 して も抗 心筋 性LDH血 清 は前立腺,腎LDHを50%以 上 も阻害す る.現 在 の
組織特異性は特異的 な酵 素が存在 す るわけではな い.単 一 でな く数種 のIsozymeの組合せ,
すなわち質 の相違 それは とりもなお さず量 の比率 の相違 に よる見掛上 の特異性 に過 ぎない
Medicaladrenalectomyの如 くChemicalbiopsyが臨床的 に応 用出来 るようになれば ま
た種 々の利 用法が展 開す るものと考 え られ る.
加藤篤二教授 の前立腺 の基礎 的研究 の中で も述べ られたが酵素 とホルモ ンは密接 な関係が
あ り,ホ ル モ ソ投与 に より前 立腺酵素が重大 な影響 を受け ることを示唆 され た.発 生学 的に
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密接 な関係を有す る尿路 と性器は後者 は勿論 ホル モンの影響 は敏 感に受け るか らホルモ ンが
酵素系 に影響 を及ぼす ことは容易 に考 え られ る.尿 路 の酵素系 に も影響を与 え ることも推定
され る.Glutamicdehydrogenase(GDH)はEstrogen作用 を有 する種 々のホル モンに よ
つ て分画へ の解離が促進 され る.ホ ル モ ソとい う極度 に発達 した調 整系 の支配 を受 ける こと
によつ て益 々複雑 となつ て くる.さ らにやや こしい ことに,GDHが 解離 してゆ くにつれて
Alaninedehydrogenase活性が増加 して くる とい う事実 が あ り,こ れ らの非常 に錯綜 した
事柄 を,い い加減 な実験で,都 合 の良 い ように解釈 して重大 なあや ま りを犯 さない ように,
基礎 で開拓 した知識手段 を上手 く利用 しなければな らないこ とを痛 感す る.
また高度 に発達 した 内分泌系 の如 くに適切微妙 なFeedbacksystemが酵素系 に完成さ
れ ている ものであ ろうか.非 常 に分子量 の大 きい酵素 蛋白 の場 合 には,破 壊 され るか排泄さ
れ るか の2通 りが現在考え られ てい るようであるが,将 来 は分画成分が何 らか の働 きを有す
る ことが見出 され ないとも限 られな いのでは ないだ ろ うか.
それ と関連 してAGSの 場合 にACTHに 反応 す るAdrenalhyperplasia,ACTHに制
禦 されず に独 自の自主 性を持つAdrenaltumorの区別が つ くように酵 素 の制禦 等に より診
断,治 療 が上手 く行 くことが発見 されな いとも限 らない.
高井教授 の発表 の ように当酵素 に特異 的に作用す るInhibitor,β一glucuronidaseがEndo-
genouscarcinogenとしてのTryptophanmetaboliteに重要 な働 きを有 し,そ の β一glucur-
onidaseの特異的阻止物質 であるGlucosacchalo1-41actone投与 に より膀胱腫瘍発生 を防
禦 しようとした.こ の ようなInhibitorの有効な使用法が発見 されれぽ生体 に都合 の悪 い方
向を変換す ることも可 能であろ う.
以上述 べた ように一見は なぱ な しい酵素学的研究 に当つ て短時間 で分 離拙 来 る有機溶媒に
よる方法 は分離能 になお不満が あ り,分 離能 の良好な方法は時間が かか り過 ぎる.し かし臨
床的 には詳細 な基礎的成績が得 られ た上 での簡便 法な ら必ず利用価値 の ある方法が 開拓 され
てゆ くに違 いない 副腎,腎,前 立腺 を始 め尿,精 液 等,酵 素 の宝庫 を取 り扱 う泌尿器科医
の酵素学 的研究 に関心 を持 つの もうべ なるか なであろ う
しか し一方現在 の方法 では海外 で既 に分つ ている ことを,も う一度確認 す るに過 ぎない こ
とになつ て しまう心配 は何 日の時 で も変 らない
酵素 の組成 の相違 は無意昧 に存在す る とは決 し て考 え られず,必 ず代謝 調節機構 に何 らか
の役割を果 し各Cycle間に合 目的 な働 きを有 してい るに違 いな く.そ れ らの動的関連の把握
の一 日も早 く出来 るこ とを望む と同時 に努 力 しなければな らな いと考 え る.
癌 の診断を始め として他 の種 々の発達 した泌尿器科 的研 索に よつ て診 断出来な い,あ るい
は鑑別診断不能な疾患が,酵 素学的に診断出来 る場合 はお よそ例外的 な ものであ ろう しか
し癌の診断を始 め としてSilentな状態 の疾患 の診 断が可 能にな るな らば この上 もない喜び
である.
しか し現在 の所 は予 後判定 上利用 され ることの方が早 いのではな いか と期 待 され る。疾患
が治癒傾向に向い固定 したか否か,言 い変 えれば社会復帰 が可能 であるか どうか の判定は近
い将来泌尿 器科 で も行なわれ るもの と考 える.
Inhibitorあるいは酵素 系の進路変更に よ り生体 によ り有 利に進展せ しめ る迄に到 るには,
まだ まだ先の ように考 え られ る.
臨床家は結論をいそ ぐ傾向にあ るが始 まつたばか りの研究 を一歩 一歩 あ るいて大 目的に達
す るには,あ せ らずに じつ くりこの問題 と取 り組む ことが 必要 で あろ う.
